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FoPMプログラムコーディネーターからの
メッセージ

新しい知を発見することができる学生は
世界を変える力を持つだろう

　大学院に入って博士号を目指すと、「よっぽど勉　大学院に入って博士号を目指すと、「よっぽど勉
強が好きなんだね」と言われることが多いでしょう。強が好きなんだね」と言われることが多いでしょう。
しかし、大学院に入るみなさんの目標は、人類や社しかし、大学院に入るみなさんの目標は、人類や社
会のために、自分を最大限活かせる将来の道を見つ会のために、自分を最大限活かせる将来の道を見つ
けることのはずです。学んだ分野の研究でブレークけることのはずです。学んだ分野の研究でブレーク
スルーを狙うのか、企業でビジネスの新しい道を見スルーを狙うのか、企業でビジネスの新しい道を見
つけるのか、起業して社会の変革を目指すのか、省つけるのか、起業して社会の変革を目指すのか、省
庁で日本の将来を創るのか、政治で日本を変えるの庁で日本の将来を創るのか、政治で日本を変えるの
か、メディアで民主主義を支える正しい重要な情報か、メディアで民主主義を支える正しい重要な情報
を発信するのか、または外国で新天地を見つけるのを発信するのか、または外国で新天地を見つけるの
か。中にはまったく違う道を行き来する人もいるでか。中にはまったく違う道を行き来する人もいるで
しょう。学んだ専門知識や思考法を活かし、地球のしょう。学んだ専門知識や思考法を活かし、地球の
運命を変える人もでてくるはずです。運命を変える人もでてくるはずです。
　FoPMのカリキュラムは、数理、物理、化学、物　FoPMのカリキュラムは、数理、物理、化学、物
理工学、天文、地球惑星科学、脳科学の多様な分野理工学、天文、地球惑星科学、脳科学の多様な分野
の学生が一緒になり、自分を一番活かせる道を見つの学生が一緒になり、自分を一番活かせる道を見つ
けるために設計しました。東大生の高い課題解決能けるために設計しました。東大生の高い課題解決能
力を十分に発揮し、自分で新しい課題を見つける能力を十分に発揮し、自分で新しい課題を見つける能
力を養うため、近隣分野でいま何が研究されていて力を養うため、近隣分野でいま何が研究されていて
何が問題なのかを知ることのできる、分野を超えた何が問題なのかを知ることのできる、分野を超えた
4 PMセミナーと研究室ローテーション。どこへ行4 PMセミナーと研究室ローテーション。どこへ行

っても困らない基礎力としてのAIと量子コンピューっても困らない基礎力としてのAIと量子コンピュー
ター。まったく違う文化を経験する長期国際研修。ター。まったく違う文化を経験する長期国際研修。
将来の仕事の幅を広げるネットワークづくりのため将来の仕事の幅を広げるネットワークづくりのため
の国際キャリア研修。世界から見て日本人が損しての国際キャリア研修。世界から見て日本人が損して
いる発信力を高めるためのAcademic Writing and いる発信力を高めるためのAcademic Writing and 

Presentation。企業との実践研究やアントレプレPresentation。企業との実践研究やアントレプレ
ナー道場。社会が直面する課題の意識を高めるナー道場。社会が直面する課題の意識を高める
SDGs特論やエグゼクティブ・プログラム。そしてSDGs特論やエグゼクティブ・プログラム。そして
自分の周りも最大化しリーダーになれる準備をする自分の周りも最大化しリーダーになれる準備をする
ダイバーシティ・倫理教育。これら画期的なカリキダイバーシティ・倫理教育。これら画期的なカリキ
ュラムを備えているのが、FoPMなのです。ュラムを備えているのが、FoPMなのです。
　「勉強」は今まで知られていることを身につける　「勉強」は今まで知られていることを身につける
こと。 「研究」は世界の誰も知らない新しい知を発こと。 「研究」は世界の誰も知らない新しい知を発
見すること。これができるようになった学生は、文見すること。これができるようになった学生は、文
字通り世界を変える力を持っているのです。私が字通り世界を変える力を持っているのです。私が
30年近く携わってきた米国の教育でよく使われる30年近く携わってきた米国の教育でよく使われる
のが、“You will make a difference.”という言葉でのが、“You will make a difference.”という言葉で
す。どんな道へ進んでも、「今までの人類とは違うす。どんな道へ進んでも、「今までの人類とは違う
次の段階」を見つけていくことが価値を産みます。次の段階」を見つけていくことが価値を産みます。
FoPMで広い知見を得て、新しい日本・世界を創る、FoPMで広い知見を得て、新しい日本・世界を創る、
柔軟で包括的な思考ができる人に育ってください。柔軟で包括的な思考ができる人に育ってください。

村山 斉 特別教授

Murayama Hitoshi

カブリ数物連携宇宙研究機構
国際高等研究所
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FoPMはこんなに多彩で
強力なカリキュラムでできている

FoPM
The Power ofFoPMのチカラ

広い視野を持ち、専門外の分野にも大きなインパクトを与えられる人物。
科学の領域からそんな人材を育てようとスタートしたFoPM。
それはこんなにも多彩で強力なカリキュラムからできているのです。

最先端の科学のみならず、地球の未来最先端の科学のみならず、地球の未来
を切り拓く人材となるには、AIや量子を切り拓く人材となるには、AIや量子
コンピューターについての知識は必須コンピューターについての知識は必須
であるという考えから、人工知能であるという考えから、人工知能（AI）（AI）
や量子コンピューティングについてのや量子コンピューティングについての
演習が選択必修となっています。量子演習が選択必修となっています。量子
コンピューティングの講義では、最先コンピューティングの講義では、最先
端の量子コンピューター「IBMQ」へ端の量子コンピューター「IBMQ」へ
のアクセス権限を学生に付与し、量子のアクセス権限を学生に付与し、量子
コンピューターに実際に触れ、利用すコンピューターに実際に触れ、利用す
る機会を提供しています。また、機械る機会を提供しています。また、機械
学習の基礎やデータ分析・データマイ学習の基礎やデータ分析・データマイ
ニングの基礎など、AIの基礎となる知ニングの基礎など、AIの基礎となる知
識を身につけることができます。識を身につけることができます。
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FoPMは「知のプロフェッショナル」FoPMは「知のプロフェッショナル」
を育てる修士・博士一貫のプログラムを育てる修士・博士一貫のプログラム
です。知を創造・活用する力を鍛えるです。知を創造・活用する力を鍛える
この5年間、学生が学びと研究に安心この5年間、学生が学びと研究に安心
して専念できるようにという願いから、して専念できるようにという願いから、
修士課程の学生には月額17万円、博修士課程の学生には月額17万円、博
士課程の学生には月額18万円を支給士課程の学生には月額18万円を支給
するという経済的支援を行います。こするという経済的支援を行います。こ
の支給は卓越リサーチ・アシスタントの支給は卓越リサーチ・アシスタント
（卓越RA）（卓越RA）として委嘱した研究業務へとして委嘱した研究業務へ
の対価となります。また、学修ポートの対価となります。また、学修ポート
フォリオシステムを通じて、学生が主フォリオシステムを通じて、学生が主
体的に研究のゴールを設定し、進捗を体的に研究のゴールを設定し、進捗を
自己評価できる仕組みを取り入れてい自己評価できる仕組みを取り入れてい
ます。博士課程においても引き続きプます。博士課程においても引き続きプ
ログラムに在籍できる学生を選抜するログラムに在籍できる学生を選抜する
Qualifying ExamQualifying Exam（QE）（QE）とプログラムとプログラム
の修了判定を行うFinal Examの修了判定を行うFinal Exam（FE）（FE）をを
通じてプログラム生の質保証を行って通じてプログラム生の質保証を行って
います。います。
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分野を超えた広い視野と
気づきを得るための
さまざまなチャンスを提供
研究室の壁を超えてプログラム生同士研究室の壁を超えてプログラム生同士
が気軽に交流できる場として「4PMセが気軽に交流できる場として「4PMセ
ミナー」を定期的に開催しています。ミナー」を定期的に開催しています。
ここではさまざまな分野で活躍する研ここではさまざまな分野で活躍する研
究者の方々を招いてお話をうかがった究者の方々を招いてお話をうかがった
り、プログラム生が他分野の学生向けり、プログラム生が他分野の学生向け
の短い発表を行って評価し合う機会なの短い発表を行って評価し合う機会な
どを提供しています。また、研究室ロどを提供しています。また、研究室ロ
ーテーションという仕組みでは、大ーテーションという仕組みでは、大
学院入学時に決められた研究室学院入学時に決められた研究室（専門（専門
分野）分野）とは異なる研究室で研究する機とは異なる研究室で研究する機
会を設けることにより、分野を超えた会を設けることにより、分野を超えた
広い視野を身につけることができます。広い視野を身につけることができます。
さらに、プログラム生自身とは違ったさらに、プログラム生自身とは違った
研究分野を専門とする副指導教員との研究分野を専門とする副指導教員との
交流により、異なる視点からの気づき交流により、異なる視点からの気づき
を得ることができます。を得ることができます。

1Feature

3Feature

2Feature
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Academic Writing and PresentationのAcademic Writing and Presentationの
科目では国際学術誌『Neuron』の編集長科目では国際学術誌『Neuron』の編集長
を務めた IRCNのCharles Yokoyama教授、を務めた IRCNのCharles Yokoyama教授、
印象的なプレゼンテーションについての造印象的なプレゼンテーションについての造
詣の深いカブリ数物連携宇宙研究機構の詣の深いカブリ数物連携宇宙研究機構の
Mark Vagins教授、論文校閲経験の豊富なMark Vagins教授、論文校閲経験の豊富な
理学系研究科のKate Harris シニアURAら理学系研究科のKate Harris シニアURAら
担当講師から、英語による効果的なプレゼ担当講師から、英語による効果的なプレゼ
ンテーションの方法や主要な科学誌へのインテーションの方法や主要な科学誌へのイ
ンパクトのある論文の投稿戦略・執筆方法ンパクトのある論文の投稿戦略・執筆方法
などを実践的に学ぶことができます。また、などを実践的に学ぶことができます。また、
数理系向けに、数学の論文やプレゼンテー数理系向けに、数学の論文やプレゼンテー
ションの作成に必要なスキルに焦点を絞っションの作成に必要なスキルに焦点を絞っ
た授業も行っています。た授業も行っています。

世界へ羽ばたくための
実際的なノウハウを知る

国際キャリア研修

ジェンダー、LGBT、人種ジェンダー、LGBT、人種
などについて、無意識のうなどについて、無意識のう
ちに持ってしまうバイアスちに持ってしまうバイアス
やその克服方法、インクルやその克服方法、インクル
ーシブな社会への貢献方法ーシブな社会への貢献方法
などについて学ぶダイバーなどについて学ぶダイバー
シティ・倫理教育を通じて、シティ・倫理教育を通じて、
真にグローバルな価値観を真にグローバルな価値観を
備えた人材を目指します。備えた人材を目指します。

将来、国内外を問わず幅広い分野でキ将来、国内外を問わず幅広い分野でキ
ャリアを構築するための人脈作りの重ャリアを構築するための人脈作りの重
要性や、その方法について学ぶことが要性や、その方法について学ぶことが
できます。毎回、さまざまな分野からできます。毎回、さまざまな分野から
講師を招聘し、効果的なプレゼンテー講師を招聘し、効果的なプレゼンテー
ション方法や海外におけるネットワーション方法や海外におけるネットワー
ク作り、企業への就職など、多様な視ク作り、企業への就職など、多様な視
点からキャリアについて考え、学ぶ機点からキャリアについて考え、学ぶ機
会を提供しています。会を提供しています。

5
Feature

6Feature

起業家マインドを育む企業との
実践研究や数物スタートアップ演習、
そしてSDGsの学び

基礎科学の専門性を活かし、AI・量子・脳などの分野基礎科学の専門性を活かし、AI・量子・脳などの分野
でスタートアップでスタートアップ（起業）（起業）に挑戦する学生を支援するに挑戦する学生を支援する
数物スタートアップ演習では、ゲスト起業家が講師と数物スタートアップ演習では、ゲスト起業家が講師と
なり、初歩から体系的に起業のしかたを学びます。企なり、初歩から体系的に起業のしかたを学びます。企
業との実践研究も積極的に推進しており、社会数理先業との実践研究も積極的に推進しており、社会数理先
端科学では数学が異分野、産業界などでどのように使端科学では数学が異分野、産業界などでどのように使
われているかを学び、社会課題実践演習では産業界なわれているかを学び、社会課題実践演習では産業界な
どから提示された課題に対し高度の数学的知見の適用どから提示された課題に対し高度の数学的知見の適用
により解決を目指す等従来の数学応用を超えた研究をにより解決を目指す等従来の数学応用を超えた研究を
行っています。また、社会で何が問題になっているか行っています。また、社会で何が問題になっているか
を知るSDGs特論やエグゼクティブ・プログラムなどを知るSDGs特論やエグゼクティブ・プログラムなど
の授業から、物理・数学で学んだことを広い視野からの授業から、物理・数学で学んだことを広い視野から
社会で役立てるための知識を得ます。社会で役立てるための知識を得ます。

7
Feature
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プログラム生が海外での共同研究やイプログラム生が海外での共同研究やイ
ンターンシップを経験できるようにすンターンシップを経験できるようにす
る国外連携機関長期研修を行っていまる国外連携機関長期研修を行っていま
す。修士課程2年次から博士課程2年す。修士課程2年次から博士課程2年
次の間に海外の研究機関や企業におい次の間に海外の研究機関や企業におい
て共同研究やインターンシップを行うて共同研究やインターンシップを行う
ことが必修となっており、これにかかことが必修となっており、これにかか
る旅費を支援しています。る旅費を支援しています。

国境を越えて
新たな学びと研究を
体験するための
国外連携機関長期研修4Feature
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地球大のコミュニケーション力と
ダイバーシティへの感性を。

01FoPMのチカラ

2. 4PMセミナー

1. ダイバーシティ・倫理教育

Keywords

3. 女性学生エンパワーメント

4. Academic Writing and Presentation

1. 異なる視点の人々と交流し、
今までにない手法で分析する能
力を育てます。同時に、女性や
LGBTなどマイノリティの人権
を保護し、かつ異なる視点を生
かす能力を身につけることでも
あります。ダイバーシティ教育
の専門家でもあるカブリ数物連
携宇宙研究機構の横山広美教授
が講師を務めています。

2. 午後4時から開始するので、4 
PMセミナーと名づけられまし
た。国内外の高名な研究者を招
いてお話をうかがうなど、プロ
グラム生どうしの創造的な交流
をはかることを目的としていま
す。

3. プログラム生がそれぞれ副指
導教員（そのうち本学女性教員13

名）を選定することで、メンタ
ー体制を確立しています。困っ
ていることなどについて相談が
でき、特に女子学生やマイノリ
ティの学生に対する励ましの場
となっています。

4. 英語論文の書き方から出版の
しかた、また印象的なプレゼン
テーションのしかたなどを実践
的に学びます。

Diverse
Proactive &

　知のプロフェッショナルに求められるのは、
専門分野を越えて広く世界に向けて発信できる
コミュニケーション能力。そしてダイバーシテ
ィ（多様性）に富む環境で培われる広い視野です。
FoPMでは、英語による正確な論文執筆の方法
やプレゼンテーションのスキルをAcademic 

Writing and Presentationで学びます。国内
外の一流研究者たちと触れあう場である4 PM 

セミナーは、学んだプレゼンテーション力を試
す貴重な機会でもあります。また、必修となっ
ているダイバーシティ・倫理教育では、LGBT

をはじめとしたマイノリティの人権を尊重し、
ジェンダーへの公正な意識を持つことの重要性
を学びます。自分とは異なる人々と尊敬の念を
もって交流することが新しい視点をもたらし、
真のグローバルな感性と価値観を備えた研究者
たることを可能にするのです。

次ページより学生座談会
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世界が一気に広がる。それがFoPMの素晴らしいところ。

座談会

科学を発信する側に立つ実践的授業

─「ダイバーシティ・倫理教育」を受けて、どんな

感想を持ちましたか?

田中　「ダイバーシティ・倫理教育」は必修なので受
講したのですが、想像していた以上に面白くて、興味
がかきたてられました。理系に女性が少ないのは社会
的にそういう女性が好まれない雰囲気が作られている
からだという話があって、そんなことについて僕は考
えたこともなかったですし、研究しているだけならそ
の必要もなかったですから、とてもよい機会になりま
した。他にも、社会において科学技術がどのようにと
らえられてきたかというテーマの講義もあって、自分
の研究と、その研究をしている自分というものを、外
側から見る視点みたいなのができたのもよかったです。
川﨑　男女平等であるべきこと、倫理に基づいた研究
をすべきこと、そういうことにサイエンスとして取り
組む学術分野があるということを学べたのがとても新
鮮で、興味深かったです。正直、講義の前は研究には
必要ないのになって思っていましたから。
関根　私の場合、女性としてたいへんありがたいし、
いいことだなってとても思います。たまたま私の研究
室では女性が多いのですが、やっぱり東大全体では男
性が多い印象があって、女性が困る場面もまだまだあ
ると思います。そういうところが少しずつ改善してい
けばいいなって。そういう点も含めて、もう少し男性
と共有していけたらいいなと思います。
ハフィド　ジェンダーや人種、国による差別や偏見を
なくすためのダイバーシティの講義があることに、私
はたいへん興味を持ちました。私の専門分野は数学な
のですが、日本でも世界でも数学を研究する女性の割
合が少ないと言われており、将来、数学の分野でも女
性を増やすためにはどういう工夫をしたらよいのかと
いうことなども考えられるようになったと思います。
─Academic Writing and Presentationの講義はい

かがでしたか?

田中　英語で学術的なエッセイを書くという練習や、
プレゼンテーションをうまくやるにはどうすればよい
かなどの授業だったんですが、たとえばエッセイでは、
書いたものを他の人と交換して、互いにレビューしあ
うプロセスがあったんです。今までそんなことをした
ことがなくて。他の人のエッセイを読む機会があって
も点数をつけるぐらいのレビュー活動しかやってこな
かったんですけど、このあたりの文章がわかりにくい
とか、この部分は良いと思うよとか、そんなふうにき
っちり自分で読みこんでレビューしたのは初めてでし
た。自分のエッセイについても、異なった分野の人か
ら見ると、どういったところがわかりにくいのかとい
うのもわかりましたし、とてもよかったなと思います。
関根　これから科学を発信していく側に立つ私たちの
ことをとても意識してくださっている授業だと感じま
した。実際に論文を出したり、公の場で説明する立場
に立ったときに、何に気をつけると良いかや、論文出
版のプロセスなど、とても細かいところまで教えてく
ださって。英語の教育はこれまでたくさん受けてきま
したが、科学を発信する側としての実践的な授業とい
うのは初めてでしたので本当に勉強になりました。
ハフィド　英語での論文の書く過程や出版する課程、
どういうジャーナルがあるか、また、査読のプロセス
を教えていただいたりと、とても印象的な授業でした。
これから論文を出版しようという時には、とても役に
立つのではないかと思います。
川﨑　論文の書き方やアカデミックに発信するときに
どういう流れになってるかなどは、それぞれの研究室
内で口頭伝承されてきたようなものだけで、今までし

Proactive & Diverse

ダイバーシティ・倫理教育、Academic Writing and Presentation、アントレプレナーシップ、4 PMセミナー……などなど。
FoPMにはたくさんのユニークなカリキュラムや制度が揃い、さまざまな学びの機会を提供、サポートしています。
そんなFoPMの魅力とメリットについて、4人のプログラム生が忌憚なく語り合ってくれました。

っかりと習ったことがなくて、正直なん
となくしかわかっていませんでした。そ
れをちゃんと体系的に教えてもらったと
いうのがとても意義のあることだったと
思います。それからプレゼンテーション
の授業では、聴衆を惹きつける模範例と
してマイケル・ジャクソンのMVを観た

01FoPMのチカラ

FoPM

で
は
貴
重
な
経
験
を

た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2017年埼玉県立浦和第一女
子高校卒業後、お茶の水女
子大学理学部化学科に入学。
2021年より東京大学大学院
理学系研究科化学専攻の小澤
研究室に所属。

関根由佳
Sekine Yuka
化学専攻 修士課程1年生

2015年に筑波大学附属駒場
高等学校卒業後、東京大学理
科一類に入学。2019年に理
学部物理学科を卒業し、理学
系研究科物理学専攻（近藤研
究室）に進学。専門は物性物
理学。

田中宏明
Tanaka Hiroaki
物理学専攻 博士課程1年生
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りとか（笑）、そういうのがすごく楽しかったです。
─4 PMセミナーについてはどうですか?

田中　いろんな先生をお招きしてお話を聞くんですけ
ど、さまざまな分野のとても高名な方を呼んでくださ
るので、毎回、すごく楽しみにしています。
川﨑　新型コロナウィルス感染症のために、オンライ
ンでの開催だったのですが、ノーベル賞を受賞された
方に直接質問ができる機会なんてなかなかないですか
ら、僕なんかPCの画面越しに緊張していました（笑）。
関根　私も本当にすごいなって思いました。ノーベル
賞を取られた、格子細胞を発見された研究者のマイブ
リット・モーセルさんにもオンラインで繋がってお話
が聞けましたし。また、4PMセミナーは現在はZoom

での開催ですが、学生の発表が終わった後に、ブレイ
クアウトルームでランダムにいろんな学年や所属の
FoPM生と話す機会を作ってくださいます。そのおか
げで、より多くの話が聞けてありがたく感じています。

科学と社会の関係に気づく講義も

─他にもさまざまなカリキュラムがありますが、印

象に残るものには何がありましたか?

川﨑　「アントレプレナーシップ」という授業が、も
のすごく面白かったです。スタートアップをアイディ
アからゴールに持っていくまでの流れなど、この授業
がなかったら知り得なかったようなことが学べました。
実際にベンチャーキャピタルのスタートアップに出資
している方に、自分たちのアイディアをプレゼンして、
お金をいくら出してくれるのか査定してもらうんです
けど、僕のグループのプレゼンでは見事ゼロ円、お金
は出せませんって言われて（笑）。正直、起業に興味
なかったんですが、この授業を受けて起業するのも面
白いなって思うようになりました。
関根　私が受けているのが「社会数理先端科学」で、
毎回企業や大学の先生を招いて、数学と社会をどう繋
ぐか、数学を使って社会課題を解決するにはどういう
やり方があるかという話を聞くのですが、プログラミ
ングや数学を使って社会課題を解決するプロセスとい

うのはFoPMに入ってなかったらなかなか学ぶ機会も
なかったのではと思います。私の研究分野はバイオロ
ジーよりなので、そういう話を聞く機会をいただけて
本当にありがたいなと思いました。また、「データマ
イニング概論」というプログラミングを用いる授業も
とっているのですが、とても勉強になっています。
ハフィド　僕の場合は、研究室ローテーションがあっ
て副指導教員が持てるというのがFoPMに参加した大
きな理由の一つです。研究室ローテーションは、もっ
と勉強してからのほうがいいので、博士1年生からと
思っていますが、副指導教員とは話をしています。僕
は解析寄りの勉強をしているのですが、研究したいこ
とが解析と幾何の二つの分野に関連するので、幾何の
先生と話す機会が欲しかったんです。それで幾何の先
生に副指導教員になっていただきました。論文なども
紹介してもらったりして、とても参考になりました。
川﨑　僕の副指導教員は光格子時計の大御所の先生な
のですが、光学のマニアックな話を教えてもらったり、
実験する上でのアドバイスをたくさんいただいたりし
て、とてもためになっています。普通なら話もできな
いような著名な先生からいろいろ教えていただくこと
ができて、とてもありがたいです。
田中　修士1年次から経済的支援を受けられる点は素
晴らしいと思います。経済的な心配がなく研究に集中
できるのは、本当に恵まれている環境だと思います。
関根　私もすごくありがたいなと思っています。修士
からは自分でやりなさいって親から言われていました
ので、一人暮らしでもちゃんと生活できるだけの支援
をいただいて、本当に安心して研究ができています。
川﨑　やっぱり世界が一気に広がるというのが、
FoPMの一番のメリットかなと思います。多様な分野、
キャリアを進む方の話を聞くことができたり、同年代
の学生が研究しているいろんな分野のことを知ること
や、アントレプレナー、AI・量子コンピューターの授
業など、そういう本当にたくさんの分野や可能性に、
自分の世界を広げることができる機会を提供してもら
っているというのが最大の魅力かなと思います。

FoPM

は
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モロッコ出身。2 0 1 5年に
Elaraki高校を卒業後、2016
年に日本の文部科学省の国費
留学生として来日し、東京
外国語大学留学生日本語教
育センターを経て、2017年
に東京大学理科一類に入学。
2021年に理学部数学科を卒
業し、数理科学研究科数理科
学専攻の河東研究室に所属。

アユーブ ハフィド
Ayoub Haf id  
数理科学専攻 修士課程1年生

2016年私立洛星高等学校卒
業後、東京大学理科一類に入
学。2020年より工学系研究
科物理工学専攻の古澤研究室
に所属。

川﨑彬斗
Kawasaki Akito
物理工学専攻 修士課程2年生
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プログラム生のユニークなエッセイをご紹介
FoPMの必修科目「Academic Writing and Presentation」でプログラム生たちが英語で作成したエッセイの一部をご紹介します。

4PMセミナー
Report # 1

Essays # 1

Report & Essays

Solving energy problem 
with wireless transmission of electricity
Hiroki Fujimoto

エネルギー問題・気候変動をマイクロ波を用いた
無線電力伝送（WPT）によって解決できるのでは
ないかというのが著者の主張。世界中をWPTで
つないで電力のネットワークを構築することで、
再生可能エネルギーを効率よく各地に供給しあう
ことができるというのです。

Artificial photosynthesis toward 
better harmony with this planet
Hirokazu Kobayashi

環境問題を解決する手段として、著者はトヨタグ
ループが2021年に開発に成功した人工光合成装
置に着目し、その高効率を驚きをもって紹介して
います。同時にこの装置の改良すべき点にも言及
しつつ、科学技術によって地球とより調和して生
きることへの希望を語ります。

Origami structures as a possible solution 
for privacy concerns in evacuation centers
Yuta Shiraishi 

地震や洪水などの災害が起きたとき、避難所で暮
らす人たちのプライバシーなどの人権を守るため
に、日本の折り紙風船の構造を応用した簡易テン
トを著者は提案します。空気ポンプで膨らませて
簡単に設営でき、収納時はコンパクトに畳める。
著者はこの構造体の他の利用法も紹介しています。

水曜日午後4時からの出会いにだれもが胸躍らせて
　毎月一度、水曜日の午後4時から始まる「4 PMセ
ミナー」は、FoPMのプログラム生たちが研究室の壁
を越えて出会い、交流し、素晴らしい先達たちとの対
話を経験する場です。
　冒頭では、毎回、さまざまな研究分野の先生を講師
としてお招きして貴重なお話をしていただき、プログ
ラム生が質問をする機会も設けられます。2020年2

月に東北大学の小谷元子教授に現代数学と材料科学に
ついて興味深いお話をしていただいた第1回を皮切り
に、大勢の錚々たる先生がたに参加していただきまし
た。2021年の5月、6月には、ノーベル生理学・医学

づくことができなかった自分の強みや弱みを発見でき、
プレゼンテーション能力の向上に役立てることができ
ます。
　セミナーの最後は懇談会です。Zoomの機能を活用
し、参加者を少人数のグループにランダムに分けるこ
とで、異分野の学生や講師とも話ができる機会をつく
っています。
　FoPMならではの知的刺激でいっぱいのコミュニケ
ーションの場─「4 PMセミナー」。プログラム生は
みな、月に一度の特別な午後4時をいつも楽しみに待
っているのです。

賞を受賞したMay-Britt Moser教授、
CERN所長のFabiola Gianotti博士を
オンラインでお招きしました。
　外部講師の方々のお話の後には、プ
ログラム生が短いプレゼンテーション
を行い、学生同士が評価し合います。
こうすることで、発表者はこれまで気 21

1

新型コロナ感染症の流行以
降はZoomを使って開催さ
れています

講師のMay-Britt Moser教
授にオンラインで質問する
プログラム生

2
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2. 国際キャリア研修

1. 国外連携機関長期研修

Keywords

3. Faculty Development 講習

1. 国外連携機関長期研修は、必
修として修士課程2年次から博
士課程2年次までの間に実施さ
れます。

2. 国際キャリア研修では、将 
来のキャリア構築に関わる人脈
作りの重要性やオンライン面接
への対応策などについて学びま
す。また、本学の卒業生などを
招き、多様なキャリアパスを紹
介しています。

3. 外部から信頼される厳格で

具体的な国際標準推薦書を教
員が作成でき、学生の質保証
とキャリア最大化に資するた
め、教員向けに国際標準の推薦
書の書き方を指導するFaculty 
Development講習を実施する
予定です。

国境を越えて学び研究すること。
その願いをいま叶える。

02FoPMのチカラBorders
Beyond 

次ページより
学生インタビュー

　海外の大学、研究機関、企業で、世界中から
集まった優秀な人々とともに、最先端の知を学
び、研究を深める。それは研究者ならだれもが
願うことです。しかもまだ学生のうちにそれが
できたのなら、素晴らしい財産となるのは間違
いありません。FoPMは世界に羽ばたく人材を
育成するために、海外の研究機関や企業におい
て共同研究やインターンシップを行うことを必
修化し、その旅費を支援します。また、将来、
国内外を問わず幅広い分野でキャリアを構築す
るための人脈作りの重要性や、その方法につい
て学ぶ国際キャリア研修も行っています。パン
デミックならではの遠隔による人脈構築方法や
オンライン面接への対応策などについての研修
もすでに行われています。教員の側も国際標準
推薦書の作成法を学ぶなど、プログラム生の夢
の実現のために努力しています。

Origami structures as a possible solution 
for privacy concerns in evacuation centers
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いろいろな経験をしたい、違う世界を見てみたいといつも考えていました。
02FoPMのチカラBeyond Borders

日本に閉じこもらず、外の世界で、海外の人々とともに研究をしたいと常に夢みていたといいます。
FoPMの海外派遣でいまはスイスのチューリッヒで研究生活を送るそんな江口さんにお話をうかがいました。

学生インタビュー 1

─2021年10月からスイス連邦工科大学チューリッ

ヒ校で研究をされていますが、生活は慣れましたか?

　毎日、朝9時頃に大学に行って研究をして、夕方5

時か6時ぐらいに帰宅するという感じですね。帰宅後
も、自分の部屋で研究を続けることもあります。休み
の日には大好きなクラシック音楽の演奏会を聴きに行
ったり、オペラを観に行ったりしています。チューリ
ッヒ歌劇場という世界的に有名なオペラハウスがあっ
て。実は僕自身、10年以上テューバという楽器を吹
いていて、東大のオーケストラに所属していたことも
あります。
─どのような研究をしているのですか?

　素粒子実験の分野で、ニュートリノの性質を理解す
ることでこの宇宙の成り立ちを明らかにしていこうと
いう研究です。T2 K（1）という実験が日本で行われて
いますが、とても大規模なもので、国内外から500人
もの研究者が集まって取り組んでいます。僕が来てい
るこのスイス連邦工科大学も実験に参加していて、僕
はこちらの研究者と2年ほど一緒にソフトウェアの開
発を行ってきました。ずっとオンラインでのやり取り
でしたが、その研究をより密接に連携してやっていこ
うということで今回こちらに滞在して共同研究をする
ことになりました。
─そのソフトウエアはどんな目的で使われるのです

か?

　T2 K実験では、より高いパフォーマンスを発揮す
るために検出器を全く新しいものに置き換える計画を
立てていて、その検出器を来年秋に導入予定でいます。
我々が開発しているのは、その新しい検出器で得られ
たデータを解析するためのソフトウェアです。T2 K

実験が今後世界に先駆けて新しい実験結果を出してい
くために欠かせない、とても重要な役割を担っていま
す。ニュートリノ研究は日本のお家芸だと言われてい
て、ずっと世界をリードする存在でした。これからも
T2 K実験などによって世界のトップに立ち、ニュー
トリノに対する知見を深めていこうとしているのが今
の日本です。

─オンラインではなく直接コミュニケーションが取

れることは研究にとって大きなプラスですか?

　はい。ちょっとでも打ち合わせたいことがあれば、
隣にいる同僚に話しかけて、これはこうだよねと、す
ぐにコミュニケーションを取ることができます。アイ
ディアが浮かんだときにその場ですぐにディスカッシ
ョンできるというのは、やっぱり生のコミュニケーシ
ョンならではの良さですよね。こちらに来て本当によ
かったなと思っています。同僚はイタリア人、中国人、
スペイン人、ドイツ人、アメリカ人など世界中から集
まっていて、日本人は僕しかいません。英語には苦労
していますが、なんとかうまくコミュニケーションは
取れていると思います。
─FoPMの海外派遣で滞在されているわけですが、

FoPMのどんなところがよいと思いますか?

　まずは経済的支援が大きいですよね。それから、今
一番感じていることですが、こういった海外派遣のよ
うにさまざまな機会を提供してもらえることが本当に
素晴らしいと思います。僕自身、色々な経験をしてみ
たいという思いが常にあるのですが、今回海外派遣に
参加したのも、日本に閉じこもらず、外に出ていって
海外の人と一緒に研究をしたいと思ったからなんです。
世の中には研究だけをしていたらわからないことがた
くさんあると思うので、大学院を卒業した後も、もっ
と違う世界を見てみたいと考えていますし、色々なこ
とに挑戦したいなと思っています。

茨城県東海村の大強度陽子
加速器施設（JPARC）で作ら
れた世界最大強度のニュー
トリノビームを295 km離れ
たスーパーカミオカンデに打
ち込み、ニュートリノ振動
の精密測定を行う実験。T2K
は「Tokai to Kamioka」の略。
2009年4月から始まり、日本、
アメリカ、イギリス、フラン
スなど12か国が参加する国
際プロジェクト。

1. T2K実験
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2015年佐賀西高等学校卒業、
東京大学に入学。2019年よ
り理学系研究科物理学専攻
の相原研究室、2021年より
同専攻横山研究室に所属。博
士課程1年次にFoPMの国外
連携機関長期研修でスイス連
邦工科大学チューリッヒ校
（ETH Zurich）に滞在。

江口 碧
Eguchi Aoi
物理学専攻博士課程 1年生
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研究に無心で専念できる環境で、楽しくやりがいのある日々を送っています。
02FoPMのチカラBeyond Borders

平日は実験室にこもり、作業は24時間交替で夜シフトもあるスイスの研究所生活は多忙をきわめます。
そんな松下さんが語るFoPMの魅力、そして科学者としての自らの大きな夢とは。

学生インタビュー 2

─松下さんはいま、スイス連邦工科大学ドメインの

ポール・シェラー研究所というところに滞在されてい

ますが、どんな研究をしているのですか?

　ここで行われているMEGⅡ実験というものに参加
しています。これはミューオンという素粒子がガンマ
線を出しながら陽電子に崩壊する現象を探す実験で、
この崩壊現象がもし発見されれば新しい物理学の手が
かりになるというものです。私が関わっているのはガ
ンマ線の検出のほうで、ガンマ線の検出は液体キセノ
ンガンマ線検出器と呼ばれる検出器を使って行うので
すが、その時間の分解能をより精密に測定することを
目標として研究しています。ポール・シェラー研究所
に滞在しているのは、ここの加速器のミューオンの強
度がとても大きいからなんです。ミューオンのビーム
をターゲットに当てて、その時の崩壊現象を探すわけ
なので、そのためには強度の大きいミューオンのビー
ムが出てくるほうがいいんですね。
─日々の生活はどんなですか?

　平日はオフィスや実験室にこもって実験したり、解
析したり。ビームを出して実験している期間はシフト
もあって、交代でデータを取ったり、モニターしたり
もします。これは8時間交代で、夜のシフトだったら
夜11時から朝7時までなので、そういう時は昼間に寝
たり。とはいえ、体を壊すほどの激務というわけでは
ないので安心してください（笑）。ゲストハウスで生
活しているのですが、夜ご飯は自炊しています。だい
たいパスタかパンで、たいしたものは作っていません
（笑）。日曜日はスイスでは娯楽施設などどこも開いて
ないので、だいたい部屋にこもってます。写真を撮る
のが趣味で、土曜日は散歩に行って撮影したりしてい
ます。
─滞在を始めてからまだ1カ月ということですが。

　ここに到着した時は、今まで写真でしか見ていなか
った検出器を自分の目で見て、『ああ、本物が目の前
にある』と嬉しかったです。今もまだ全然わからない
ことだらけですけど、装置の使い方やデータの取り方
など親切に教えてもらいつつやってます。もうすぐ、
私が作ったカウンターを使った測定が始まるのですが、

ものすごく楽しみです。うまくいくかなっていう、多
少の不安はありますけど。
─とても充実しているように見えます。

　はい。私が関わっているMEGⅡ実験は、素粒子実
験の中でもATLAS実験などとくらべると中規模なも
のです。その分、学生でも実験の根幹となる部分に関
わることができるため、ものすごいやりがいを感じま
す。研究に無心で専念できる環境なのでとても楽しい
です。この海外派遣は研究室からの出張なのですが、
FoPMのプログラムに入らなければ、こういうチャン
スはきっとなかったと思います。
─FoPMのどういうところがよいと思いますか?

　基礎研究と社会との結びつきをとても大事にしてる
プログラムだなというところです。私自身、ドクター
の後は企業に就職することを考えているので、大学院
で得た知識や技術というものを社会にどう還元してい
くのかということにとても興味がありました。ほかの
分野の人との交流もできるのも良いと思いました。研
究室ローテーションでは、もともと宇宙開発などに興
味があって、地球惑星科学専攻の研究室に行かせても
らったのですが、楽しかったですね。
─海外派遣にはまた行きたいですか?

　はい。1回どころか、何回も経験したいです（笑）。
宇
宙
関
係
の
仕
事
に
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く
の
が
夢
で
す
。

人
工
衛
星
の
運
用
と
か

ロ
ケ
ッ
ト
を
作
る
の
も
面
白
そ
う
。

2016年フェリス女学院高等
学校卒業、2017年早稲田大
学入学。2021年より東京大
学大学院理学系研究科物理学
専攻、素粒子物理国際研究セ
ンター大谷研究室に所属。

松下彩華
Matsushita Ayaka
物理学専攻 修士課程1年生
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Bridge the digital divide 
from the space
Fumihiro Naokawa

現代の格差問題の一つであるデジタルデバイド。
地球上の半数の人がインターネットにアクセスで
きないというこの格差の解決法として、著者は
42,000基もの人工衛星で構築する巨大ネットワ
ーク「衛星コンステレーション」に注目。負の面
を指摘することも忘れることなく、希望とともに
紹介しています。

Mining Bacteria: A Solution for 
Shortage of Rare Metals
Masaya Sakakibara

安定供給が世界的な課題となっているレアメタル。
筆者は「マイニングバクテリア」と呼ばれる微生
物群の力を借りれば、エネルギーコストや環境負
荷を極めて低く抑えながら、レアメタルをリサイ
クルすることが可能になると、化学的プロセスを
解説しながらその有効性を論じていきます。

Dream computer using 
quantum mechanics
Tatsuki Sonoyama

大きな消費電力と情報処理速度の限界という2つ
の問題を解決する量子コンピューターについて、
著者はその歴史、原理、社会的インパクトなどを
解説、その応用例として、量子化学計算による創
薬と、物流最適化などにおける組合せ最適化問題
を紹介します。同時に量子力学研究の大きな武器
となることに期待を膨らませます。

プログラム生のユニークなエッセイをまだまだご紹介
FoPMの「Academic Writing and Presentation」でプログラム生たちが英語で作成したエッセイのご紹介、まだまだ続きます。

Report #2
国際キャリア研修

多様なキャリアを築くことを夢みるプログラム生のために
　FoPMでは、多様なキャリアを探すプログラム生た
ちのために、「大学の外」「日本の外」におけるキャリ
アについて学ぶ「国際キャリア研修」を実施していま
す。
　2020年のオンライン開催では、米国のSTEMキャリ
アコンサルタントでサイエンスジャーナリストの
Alaina G.Levine氏を招き、将来のキャリア構築のた
めの人脈作りの重要性、遠隔による人脈の構築方法、
オンライン面接への対応策などを学びました。最終日
はプログラム生が英語で短い研究発表を行い、効果的

を開催し、海外の大学や研究機関でポスドクとして働
いた経験のある方々に、日本との違いに工夫したこと
や学んだこと、海外のポスドクへの応募書類の書き方
について講演をしていただきました。有意義な講演に
参加者は熱心に聞き入っていました。
「国際キャリア研修」は2021年にも実施され、アカ
デミア以外のキャリアを選んだ卒業生も招き、学生時
代に考えていたことや、そのキャリアをどうして選ん
だのかなど、それぞれの体験や経験をもとに多様なキ
ャリアパスをプログラム生に紹介しました。

なプレゼンテーション方法について
プロによる指導も受けました。プロ
グラム生へのアンケートの結果では
参加者の満足度は高く、とても好評
でした。
　一方、前年の2019年には「国際
キャリア研修／海外のポスドク編」 21

2

2019年の国際キャリア研
修の一コマ。講師はUCバ
ークレイでポスドクを務め
た福田朝さん（素粒子理論）

2020年はSTEMキャリアコ
ンサルタントのAlaina G.  
Levine氏を講師として招
いて開催

1

ウェブサイトには他のプログラム生のエッセイも掲載されています。https://www.s.u-tokyo.ac.jp/ja/FoPM/activity/

Photo by Official SpaceX Photos – Starlink Mission (2021) CC BY-NC 2.0

Report & Essays

Essays # 2
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AIと量子コンピューターの「知」を
次世代の常識として身につけるために

03FoPMのチカラComputing
AI & Quantum

　AI（人工知能）と量子コンピューターについて
の理解は次世代を担う研究者にとっては必須で
あるという考えのもと、FoPMではAIまたは量
子コンピューティング演習が必修となっていま
す。量子コンピューティングにおいては、東大
とIBMとのパートナーシップにもとづいた取り
組み―世界初のゲート型商用量子コンピュー
ターIBM Quantum System Oneを用いての共
同研究やIBM Quantum－東京大学コラボレー
ションセンターの活用といった、東大ならでは
のアドバンテージを活かした学びと研究が可能
です。またAIにおいては人工知能の基礎、デー
タ分析のためのプログラミングをはじめとした
ビッグデータ分析技術、ニューラルネットワー
クについてなどを学びます。AI、量子コンピュ
ーターという未来を学ぶことで、プログラム生
の未来の可能性もまた大きく広がるのです。

Dream computer using 
quantum mechanics

1. IBM Quantum System One
は、IBM、川崎市、東京大学の
三者が締結した協定をもとに
川崎市の新川崎・創造のもりか
わさき新産業創造センターに設
置された、最新の量子コンピュ
ーターです。世界ではアメリカ、
ドイツに続く3例目の設置とな
ります。27量子ビットの IBM 
Quantum Falconプロセッサー
を搭載しています。

2. AIのような新技術の急速な普
及に伴い、情報処理技術を学
ぶことが重要となっています。

FoPMのデータマイニング概論
では、プログラミング演習を通
して、ビッグデータ分析やデー
タマイニングのプロセスを学び
ます。これにより、次世代AIの
開発に大きく貢献することを期
待しています。

2. データ分析・プログラミング

1. IBM Quantum System One

Keywords

次ページより教員対談
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先駆的な未来を見据えた挑戦を体験することが決定的な違いを生む

AI & Quantum Computing

FoPMの選択必修科目であるAI（人工知能）と量子コンピューティング。次世代の科学のフロンティアを切り拓くこの2本柱を
学ぶことにどれほど重い意味があるのか。講義を担当しているIBMのレイモンドさんと今井浩教授が語り合います。

対談 03FoPMのチカラ

実機に触れられる 
アドバンテージを活かして欲しい

─FoPMのAI・量子コンピューター必修化の成果に

ついて、どのように感じていますか?

レイモンド　アメリカのIBMにある量子コンピュータ
ーがクラウドで使えるようになったのが 5年前の
2016年。このクラウドを使って、学生たちのために
どんなことができのるだろうかと、今井先生と一緒に
FoPMで量子計算入門のコースを始めたのが2019年で、
もう3年がたちました。2021年には神奈川県のIBM川
崎に日本専用で使える最新鋭の量子コンピューター
「IBM Quantum System One」も設置されましたので、

4年目は内容を拡充してもっと大きな成果を出したい
なと思っています。
今井　2021年には東京大学浅野キャンパス内に量子
コンピューターのテストベッドマシンが入りました。
2 0 1 9年に発表した東大と I B MとのJ a p a n – I B M 

Quantum Partnershipにもとづくもので、東大で研
究し、学ぶ人はだれでもこの量子コンピューターの実
機が使えるようになったことは、ほんとうに素晴らし
いと思います。将来非常に大切になるテーマについて、
レイモンド先生にその魅力をちゃんと伝えていただい
て、学生がそれに触発されているのを目にするのは、
とても楽しいですね。
レイモンド　学生の意欲も高く、特にグループワーク
はすばらしいです。デバイスを使って何か実験したり、
今までできなかったものや新しいことをやるときにグ
ループを組むのですが、ある大きな課題のときに、学
生がほぼ全員最終プレゼンテーションまで行い、その
うちの何人かは論文を国際会議で発表したりしました。
今井　東大には世界で量子コンピューターの研究をリ
ードする研究者が揃っています。中でも先端科学技術
研究センターの中村泰信教授は、1999年に世界初の
超伝導量子コンピューターを作った方で、世界中で本
当に尊敬されてらっしゃいます。そんな中村先生のよ
うな人が量子コンピューターを研究している東大で、

学生たちに量子コンピューターの教育をするには、や
はり実機での教育を実現することが大切なのだと、全
学の先生が考えられたことが結実したのだと思います。
レイモンド　中村先生の大きな技術貢献のほかにも、
先駆的な理論の研究も東大が中心でした。だからIBM

から見ると東大との提携というのは非常に素晴らしい
ことで、かつその教育という観点から見ても、学生た
ちへのプログラミング教育というものがとても重要な
ので、東大はIBMにとって非常に重要なパートナーに
なるのはまちがいないと思っています。
今井　量子コンピューターはまだよちよち歩きの状態
です。今後、必ずや新しい何か、今までにないものを
もたらしてくれるはずです。ところが、まだ赤ちゃん
レベルだから、大人になるのを待ちましょうというこ
とであと10年待ったとします。でも、残念ながら今
のレベルのコンピューターになるまでに半世紀以上も
かかった昔とは違い、今は赤ちゃんが大人になるまで
にかかる時間は明らかに加速しています。超巨大IT企
業も、競って量子コンピューターに巨額を投資してい
ます。つまり、10年後にちゃんとしたものができた
ときに使えばいいという考えは、実はまったく当たら
ずに、今ここで先取権を取り、競争に勝ち抜くことが
重要です。そういうことを学生にもわかってもらって、
東大の学生のアドバンテージとして、世界でも非常に
優れたこの環境の中で、FoPMの学生には自分のアイ
ディアで突破できる研究をしてもらいたいと思います。
レイモンド　世界中で量子コンピューター関連のスタ
ートアップはソフトウェアでもハードウェアでも、す
でに200以上あります。これから人材の争奪戦が世界
中で始まるでしょう。もう数百量子ビットのデバイス

東京大学には世界の
量子コンピューター研究を
リードする研究者が揃っています。
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1981年東京大学工学部計数
工学科卒業、工学博士。九州
大学助教授、東京大学理学部
助教授を経て、2001年より
現職。

今井 浩

情報理工学系研究科
コンピュータ科学専攻 教授
Imai Hiroshi

2001年京都大学工学部卒業、
情報学博士。日本IBMにてア
ルゴリズムとデータ解析、最
適化の研究に従事し、産業界
におけるビッグデータ解析な
ど数多くのプロジェクトに
貢献している。2019年より
FoPMにて量子計算論の授業
を担当。

ルディ レイモンド

日本IBM IBM東京基礎研究所 
研究員、東京大学 非常勤講師
Rudy Raymond Harry Putra

があるので、創薬のためとか、今井先生のご専門でも
ある最適化問題を解くためとか、これからは東大での
学びと研究が加速していくのではないかなと思ってい
ます。実は何人かの学生から、この講義がきっかけと
なって、とある量子コンピューター関連企業のインタ
ーンになりました、ありがとうございますというメー
ルをもらいました。そんなふうに感謝されると、やり
がいがある講義だなあと嬉しく思いました。また、他
の何人かの学生からも、これからアメリカに留学した
いので推薦状を書いてくれませんかという連絡ももら
いました。これから世界に向かって挑戦しようとする
学生にとっても、この量子コンピューターの講義は力
になると思うんですね。論文を書くために実機で試そ
うとしても、他の会社のクラウド経由でやるとなれば
お金を払わないといけませんし、また順番のプライオ
リティがあるので待たないといけない。そのせいでス
ピーディーに論文が書けなかったり、発表できなかっ
たりするのはもったいない。でも、東大生だとすぐに実
機で実行できて、非常にスピーディーに研究開発がで
きる。それが大きな強みになると思っています。

学問と学問、人と人の 
フュージョンをもたらすFoPM

─FoPMの取り組みや学生たちにどんなことを期待

していますか?

今井　サイエンスを極めようというのが理学系の大学
院生だと思いますが、このFoPMで、AIと量子コンピ
ューターの2本柱を正しくしっかり理解してください
とお話ししています。自分の研究課題を持ち、大学院
生として博士号を取得するというのが一大ミッション
ですが、そういう人がAIや量子コンピューターを知っ
てるかどうか、すなわち先駆的な見解や未来を見据え
た新しい分野融合の挑戦といった経験が、やはり決定
的な違いを生むのだと思います。その点で、FoPMを
推進された先生の先見の明には頭が下がるばかりです。
レイモンド　量子コンピューターをAIに適用するとい
う方面もありますし、逆もあります。AIを使って量子
コンピューターの性能を上げることです。ですから、
AIと量子コンピューターがこれからの時代の2本柱に
なっていくのは間違いないでしょう。実際、弊社を含
めた大手IT各会社の取り組みなどはそうですね。そう
いう意味では、FoPMのミッション、AIと量子コンピ
ューターの両方を知るという考えには非常に賛成です。
今井　実はFoPMの講義はめちゃくちゃハードなんで
す。アメリカ式で、毎回、アサインメント、レポート

問題が出ます。週末になると、よく学生さんから「締
め切りをちょっと遅らせてもらえませんか」というネ
ゴシエーションが来ます（笑）。量子コンピューター
に関しては重点講義ですので、ティーチングアシスタ
ントも少なくとも2名配置して講義をする設定にして
います。ヒューマンリソースがちゃんと投入されたア
メリカンタイプな講義を学生さんは受けているわけで
すね。よくついてきてくれているなと思います。自分
だったら落ちてるかもなあと考えたりします（笑）。
その点は本当にシビアですよ。
レイモンド　意外だったのは、女性の活躍ですね。私
が学生のときにはコンピューターサイエンスはほとん
どが男性で、おそらく100人中、女性は2人ぐらいだ
ったと思います。でも、今年の授業ではかなり女性の
活躍も目立つようになりました。バランスが取れてよ
かったなと思います。それから、今の授業は、量子コ
ンピューターには興味があるけどなかなか入りづらい
という学生に、内容を幅広くカバーして知ってもらう
ということがまずは第一になっています。その後、ど
れに興味を持つのか。機械学習や人工知能の応用に集
中したい、あるいはハードウェアの方に進みたいとか、
そういう学生にとっての入り口になってくれることを
目指したいなと思っています。
今井　やはりFoPMというのは本当に面白いプログラ
ムで、学生みんなを幸せにするものだと思います。実
は私自身、1990年代に量子コンピューターの研究を
始めたのですが、東大には優秀な先生がこんなにたく
さんいるんだと驚くほど、多くの先生とのネットワー
クができたんです。たまたま教員として量子コンピュ
ーターを始めただけなのに、物理と関係するし、エレ
クトロニクスと関係するしと、いろんな先生と知り合
えて、東大ってすごいところだなって実感したのです
ね。それと同じことが今、FoPMの学生たちに起こっ
ているのだとしたら、実にうらやましい限りです。
FoPMを通じて学生が東大がすごいってわかってもら
えたら本当に嬉しいです。学問と学問、人と人のフュ
ージョンと言いますか、そういったものをもたらすの
もFoPMなんだと思います。

世界に向かって挑戦しようとする
学生にとって、この講義は
力になると思います。
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時代を変え、世界に貢献する人間を
輩出すること、それがFoPMの夢

FoPMのチカラ
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1986年東京大学理学部物理
学科卒業、理学博士。東北大
学助手、ローレンス・バーク
レー国立研究所研究員を経て、
カリフォルニア大学バークレ
ー校（UC Berkeley）物理教室
教授。2007~2018年東京大
学カブリ数物連携宇宙研究機
構国際高等研究所初代機構長。
以降、東大とUC Berkeleyを
併任。

村山 斉

カブリ数物連携宇宙研究機構
国際高等研究所 
特別教授
Murayama Hitoshi

1987年大阪大学理学部卒業、
理学博士。同大学講師、東京
大学大学院数理科学研究科助
教授を経て、2010年より現職。

平地健吾

数理科学研究科
数理科学専攻 
教授
 Hirachi Kengo

万能細胞のように 
なんにでもなれる人間に

─FoPM誕生から3年。手ごたえはいかがですか?

平地　4 PMセミナーに参加した時のことですが、学4 PMセミナーに参加した時のことですが、学
生同士、自分の知らない分野の人とちゃんと対話がで生同士、自分の知らない分野の人とちゃんと対話がで
きているんです。数学の学生は孤立しがちなんですがきているんです。数学の学生は孤立しがちなんですが
（笑）（笑）、分野を超えたコミュニケーションが生まれてい、分野を超えたコミュニケーションが生まれてい
て、とても嬉しかったですね。て、とても嬉しかったですね。
村山　4 PMセミナーは私も手応えを感じてます。学4 PMセミナーは私も手応えを感じてます。学
生たちのプレゼンもとても上手ですね。日本人のスラ生たちのプレゼンもとても上手ですね。日本人のスラ
イドは文字がびっしりで読みにくいのが多いですけど、イドは文字がびっしりで読みにくいのが多いですけど、
概念的な言葉だけをポンポンと書いて、あとは自分が概念的な言葉だけをポンポンと書いて、あとは自分が
説明していくというプレゼンができています。もう一説明していくというプレゼンができています。もう一
つの新しい試みがダイバーシティ・倫理教育です。公つの新しい試みがダイバーシティ・倫理教育です。公
の場でジェンダーについての失言があることなど、欧の場でジェンダーについての失言があることなど、欧
米から見ると信じられないことなんですね。この感覚米から見ると信じられないことなんですね。この感覚
の違いがわかってないと、外国でものすごく苦労する。の違いがわかってないと、外国でものすごく苦労する。
たとえばアメリカの大学のポジションに応募するときたとえばアメリカの大学のポジションに応募するとき
には、ダイバーシティについてどう考え、どう取り組には、ダイバーシティについてどう考え、どう取り組
むのかというステートメントを書くことを要求されまむのかというステートメントを書くことを要求されま
す。ですから日本の学生もダイバーシティの基礎的なす。ですから日本の学生もダイバーシティの基礎的な
知識を持ち、自分の行動を律することができないとい知識を持ち、自分の行動を律することができないとい
けない。その第一歩が始まったところです。けない。その第一歩が始まったところです。
ハリス　私が初めて東大に来たとき、女性の数がとて私が初めて東大に来たとき、女性の数がとて
も少ないのに驚きました。私がイギリスで化学を勉強も少ないのに驚きました。私がイギリスで化学を勉強
していたときは、女性と男性の数は半々でしたから。していたときは、女性と男性の数は半々でしたから。
村山　国際キャリア研修も新しい試みですが、自分が国際キャリア研修も新しい試みですが、自分が
大学院生だったときのことを思い出してみても、学生大学院生だったときのことを思い出してみても、学生
は日本でアカデミアの仕事について研究を続けられるは日本でアカデミアの仕事について研究を続けられる
かどうか常に不安を抱いています。残念ながらその道かどうか常に不安を抱いています。残念ながらその道
は非常に狭い。でも、自分の可能性を活かせるキャリは非常に狭い。でも、自分の可能性を活かせるキャリ
アを見つけることができないのはとても不幸なことで、アを見つけることができないのはとても不幸なことで、
非常にもったいない。だから、日本だけじゃなくて外非常にもったいない。だから、日本だけじゃなくて外
国もあるんだ、企業もあるんだ、官庁もあるんだと、国もあるんだ、企業もあるんだ、官庁もあるんだと、
そういうことを知ってもらう機会を作りたかった。学そういうことを知ってもらう機会を作りたかった。学
生たちからのコメントを見ると、キャリアの多様性と生たちからのコメントを見ると、キャリアの多様性と
いう意識を持ち始めていて、取り組んだ価値はあったいう意識を持ち始めていて、取り組んだ価値はあった

と思いました。それから、AIと量子コンピューターをと思いました。それから、AIと量子コンピューターを
必修にしたことも大きな試みですね。必修にしたことも大きな試みですね。
平地　学生が企業での就職を考えたときには、AIや量学生が企業での就職を考えたときには、AIや量
子コンピューターはキーポイントになると思います。子コンピューターはキーポイントになると思います。
AIの基礎がわかっている、量子コンピューターの基礎AIの基礎がわかっている、量子コンピューターの基礎
がわかっているというのはとても大事です。量子コンがわかっているというのはとても大事です。量子コン
ピューターはいまとても面白い時期にあります。イギピューターはいまとても面白い時期にあります。イギ
リスの数学者アラン・チューリングがコンピューターリスの数学者アラン・チューリングがコンピューター
の基礎を作ったのは第二次世界大戦のころで、まずチの基礎を作ったのは第二次世界大戦のころで、まずチ
ューリングマシーンという理論だけを作るわけです。ューリングマシーンという理論だけを作るわけです。
このときトランジスタコンピューターはまだありませこのときトランジスタコンピューターはまだありませ
ん。ですけど先にそういう理論を作ったので、コンピん。ですけど先にそういう理論を作ったので、コンピ
ューターができたときにはすでにソフトウエアが存在ューターができたときにはすでにソフトウエアが存在
していたわけです。もっとさかのぼると、19世紀にしていたわけです。もっとさかのぼると、19世紀に
は同じくイギリスの数学者ジョージ・ブールが0と1は同じくイギリスの数学者ジョージ・ブールが0と1

だけのデジタル計算の論理回路の基礎を作りました。だけのデジタル計算の論理回路の基礎を作りました。
つまり、基礎科学というのは物ができる前にすでに何つまり、基礎科学というのは物ができる前にすでに何
かを作ってしまっている。それはいまの量子コンピュかを作ってしまっている。それはいまの量子コンピュ
ーターの置かれている状況に似ていると思います。だーターの置かれている状況に似ていると思います。だ
からいまはとてもラッキーな時代で、これから10年からいまはとてもラッキーな時代で、これから10年
やれば、あっという間にトップになれるかもしれない。やれば、あっという間にトップになれるかもしれない。
山本　進歩が速い、どんどん変わっていく時代にあっ進歩が速い、どんどん変わっていく時代にあっ
ても、最終的にそこで勝てるのはファンダメンタルでても、最終的にそこで勝てるのはファンダメンタルで
す。だから量子コンピューターだったら量子力学の基す。だから量子コンピューターだったら量子力学の基
礎をしっかりわかってないといけませんし、表面的な礎をしっかりわかってないといけませんし、表面的な
数字の統計の知識だけでAIをやっていると足をすくわ数字の統計の知識だけでAIをやっていると足をすくわ
れます。FoPMがやるべきことは、AIや量子を目標にれます。FoPMがやるべきことは、AIや量子を目標に
しつつ、そのファンダメンタルをしっかり鍛えることしつつ、そのファンダメンタルをしっかり鍛えること
です。そうすれば、私が言っている“ステム人材”になです。そうすれば、私が言っている“ステム人材”にな
れるんです。万能細胞と同じで何にでもなれる人材でれるんです。万能細胞と同じで何にでもなれる人材で
す。やはり、何においても物理と数学は基本ですから。す。やはり、何においても物理と数学は基本ですから。
また、FoPMの研究室ローテーションという挑戦も非また、FoPMの研究室ローテーションという挑戦も非
常に大事だと思います。指導教員だけに頼る体制から、常に大事だと思います。指導教員だけに頼る体制から、
分野を超えた複数の教員が学生を見ていく体制に変え分野を超えた複数の教員が学生を見ていく体制に変え
ることは学生の視野を広げる上でとても重要です。ることは学生の視野を広げる上でとても重要です。
ハリス　私は大学はイギリス、大学院はスイス、ポス私は大学はイギリス、大学院はスイス、ポス
ドクは日本でした。その間、ドイツにも留学しました。ドクは日本でした。その間、ドイツにも留学しました。
その経験から私が感じた日本の印象は、みんな自分のその経験から私が感じた日本の印象は、みんな自分の
研究室にこもり、他の研究室の研究者たちとあまり交研究室にこもり、他の研究室の研究者たちとあまり交
流をしないということです。たとえばスイスの大学で流をしないということです。たとえばスイスの大学で
は、専攻で大型の研究機器を持っていて、所属する学は、専攻で大型の研究機器を持っていて、所属する学
生やポスドク、教員であればだれでも使用することが生やポスドク、教員であればだれでも使用することが
できます。それは分野をまたいだ交流が、自然と生まできます。それは分野をまたいだ交流が、自然と生ま
れる環境となりえるわけです。でも、日本では横の連れる環境となりえるわけです。でも、日本では横の連
携が少ない。それが大きな違いだと思いました。携が少ない。それが大きな違いだと思いました。

大きな期待を受けて船出したFoPM。学生たち
が学ぶそのグローバルスタンダードの環境と新
しいシステムに大きな反響が寄せられています。
FoPMが実現したこと、そしてその未来を、
FoPMをリードしてきた4人が語り合います。
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2005年エジンバラ大学卒業、
2010年バーゼル大学にて博
士号取得（化学）。東京大学大
学院工学系研究科に博士研究
員として来日以降、学術論文
などのシニアエディターを経
て、2017年より現職。シニ
アURAとして、FoPMの運営
支援も行なっている。

ケイト ハリス

理学系研究科 
研究支援総括室 シニアURA、
東京大学 非常勤講師
Kate Harris

1980年東京大学理学部化学
科卒業、理学博士。名古屋
大学助手、東京大学大学院
理学系研究科助教授を経て、
2004年より現職。

山本 智

理学系研究科
物理学専攻 
教授
Yamamoto Satoshi

村山　ハリスさんたちが教えるAcademic Writing ハリスさんたちが教えるAcademic Writing 

and Presentationの授業も学生たちからとても役立and Presentationの授業も学生たちからとても役立
っていると言われて、これも手ごたえを感じています。っていると言われて、これも手ごたえを感じています。
私はずっとアメリカで暮らしていたのですが、外から私はずっとアメリカで暮らしていたのですが、外から
日本を見ていてもったいないなと思うことがたくさん日本を見ていてもったいないなと思うことがたくさん
ありました。その一つが、日本の科学の研究力はまだありました。その一つが、日本の科学の研究力はまだ
まだとても高いのに、発信力が足りず、いい論文が出まだとても高いのに、発信力が足りず、いい論文が出
てもあまり認知されないということ。認知されたとしてもあまり認知されないということ。認知されたとし
ても誰々のペーパーじゃなくて、ジャパニーズペーパても誰々のペーパーじゃなくて、ジャパニーズペーパ
ーと言われる。つまり、その著者の顔が見えないといーと言われる。つまり、その著者の顔が見えないとい
うことです。もったいないです。やはり説得力のあるうことです。もったいないです。やはり説得力のある
プレゼン、英語での論文の書き方、そして人間の繫がプレゼン、英語での論文の書き方、そして人間の繫が
りが大事なんですね。ネットワーキングというのもやりが大事なんですね。ネットワーキングというのもや
はり科学の世界ではまだまだ重要で、やはり知ってるはり科学の世界ではまだまだ重要で、やはり知ってる
人の論文から読むし、そっちの方が面白いと思う。そ人の論文から読むし、そっちの方が面白いと思う。そ
こでどうネットワークを作るかというのも、国際キャこでどうネットワークを作るかというのも、国際キャ
リア研修で専門家に話してもらいました。リア研修で専門家に話してもらいました。
山本　英語での授業という点では、すでに東大でもあ英語での授業という点では、すでに東大でもあ
るにはあるのですが、勢いって言うのかな、やっぱりるにはあるのですが、勢いって言うのかな、やっぱり
FoPM全体の雰囲気が学ぶ意欲をかき立ているようなFoPM全体の雰囲気が学ぶ意欲をかき立ているような
気がします。単に履修しなければならない授業が増え気がします。単に履修しなければならない授業が増え
るだけだと、学生は嫌なわけですよ。だけどそうじゃるだけだと、学生は嫌なわけですよ。だけどそうじゃ
ないところがある。それはプログラムの魅力ですよね。ないところがある。それはプログラムの魅力ですよね。
そういう相乗効果がすでに見えていると思います。そういう相乗効果がすでに見えていると思います。

FoPMの卒業生から 
総理大臣が出たっていい

─今後の課題はなんでしょうか。またFoPMの未来

にどのようなことを期待されていますか?

村山　新型コロナのため、学生を海外派遣する国際研新型コロナのため、学生を海外派遣する国際研
修があまりできていない。この実現がいま一番の課題修があまりできていない。この実現がいま一番の課題
です。それから、学生に対する推薦状の書き方の指導です。それから、学生に対する推薦状の書き方の指導
を、マックスプランク研究所の日本人研究者の方にしを、マックスプランク研究所の日本人研究者の方にし
てもらおうと思っています。日本人が受けた教育を元てもらおうと思っています。日本人が受けた教育を元
に書いた推薦状は海外では説得力が弱く、学生の可能に書いた推薦状は海外では説得力が弱く、学生の可能
性を最大化する妨げになっているものの一つなんです。性を最大化する妨げになっているものの一つなんです。
山本　FoPMは大きな意味での大学院改革です。中でFoPMは大きな意味での大学院改革です。中で
も教員のマインド、そして長い歴史が積み重なったシも教員のマインド、そして長い歴史が積み重なったシ
ステム自体を変えていくという改革です。FoPMは、ステム自体を変えていくという改革です。FoPMは、
新しい視点からグローバルスタンダードな大学院教育新しい視点からグローバルスタンダードな大学院教育
を提案していて、そのプラクティスが少なからぬ反響を提案していて、そのプラクティスが少なからぬ反響
を呼んでいます。この取り組みをFoPMだけにとどめを呼んでいます。この取り組みをFoPMだけにとどめ
るのではなく、ダイバーシティ・倫理教育もそうだし、るのではなく、ダイバーシティ・倫理教育もそうだし、
4 PMセミナーもそうだし、アカデミック・ライティ4 PMセミナーもそうだし、アカデミック・ライティ
ングもそうだし、これらを横展開することが大きな大ングもそうだし、これらを横展開することが大きな大

学院改革に繋がると思っています。容易なことではな学院改革に繋がると思っています。容易なことではな
いですが、その“種”ができたということはとても重いですが、その“種”ができたということはとても重
要です。国際化の流れにあって枠の中に閉じることな要です。国際化の流れにあって枠の中に閉じることな
く、本当に優秀な学生を世界から受け入れることがでく、本当に優秀な学生を世界から受け入れることがで
きるような体制を作るというのが我々の夢であるし、きるような体制を作るというのが我々の夢であるし、
まさにそれが実現しつつあるのがFoPMだと思います。まさにそれが実現しつつあるのがFoPMだと思います。
村山　山本先生が言った万能細胞のように、数学・物山本先生が言った万能細胞のように、数学・物
理・化学の基礎をちゃんと身につけた人は何でもでき理・化学の基礎をちゃんと身につけた人は何でもでき
るんだというのは、本当にその通りだと思うんですよ。るんだというのは、本当にその通りだと思うんですよ。
学生がそういう意識でいれば、新しいことにチャレン学生がそういう意識でいれば、新しいことにチャレン
ジする意欲にあふれた人間に育つんだと思います。実ジする意欲にあふれた人間に育つんだと思います。実
際、たとえばオバマ政権のエネルギー長官になったス際、たとえばオバマ政権のエネルギー長官になったス
ティーブン・チューは、バークレイでの私の同僚でしティーブン・チューは、バークレイでの私の同僚でし
たが、彼はノーベル物理学賞も取っています。そんなたが、彼はノーベル物理学賞も取っています。そんな
人間がアメリカのエネルギー政策を作ったりしてるわ人間がアメリカのエネルギー政策を作ったりしてるわ
けです。アメリカの実業家であるイーロン・マスクも、けです。アメリカの実業家であるイーロン・マスクも、
大学で物理を学び物事を原点に戻って考える力を持て大学で物理を学び物事を原点に戻って考える力を持て
るようになったと言っています。ドイツのメルケル元るようになったと言っています。ドイツのメルケル元
首相も若い頃は物理学者でした。ですから将来、首相も若い頃は物理学者でした。ですから将来、
FoPMの学生から首相が出てもいいじゃないかとFoPMの学生から首相が出てもいいじゃないかと（笑）（笑）。。
平地　私がプリンストンにいたときに一緒だったセド私がプリンストンにいたときに一緒だったセド
リック・ヴィラニというフィールズ賞を取った若い数リック・ヴィラニというフィールズ賞を取った若い数
学者がいるんですが、彼はいまフランスで国会議員を学者がいるんですが、彼はいまフランスで国会議員を
しているんです。基礎科学をきちっとやった人は、根しているんです。基礎科学をきちっとやった人は、根
本に戻って考えますから、矛盾したことが嫌なんです本に戻って考えますから、矛盾したことが嫌なんです
よね。数学を本当に理解し、最先端までいける人たちよね。数学を本当に理解し、最先端までいける人たち
がFoPMにはいます。その人たちをみな研究や教育のがFoPMにはいます。その人たちをみな研究や教育の
場だけに置いておくのはもったいない。村山先生の言場だけに置いておくのはもったいない。村山先生の言
うように、いろんなところで活躍してほしいですね。うように、いろんなところで活躍してほしいですね。
ハリス　東大を誰もが行きたくなる大学にすることが東大を誰もが行きたくなる大学にすることが
東大のビジョンですが、いま日本に来る外国人はアニ東大のビジョンですが、いま日本に来る外国人はアニ
メなどのカルチャーに興味があるからという人が多く、メなどのカルチャーに興味があるからという人が多く、
サイエンスのために来る人は少ないのではないでしょサイエンスのために来る人は少ないのではないでしょ
うか。サイエンスをこの先生と一緒にやりたい、だかうか。サイエンスをこの先生と一緒にやりたい、だか
ら東大に入りたい、そう考える外国人の若者がFoPMら東大に入りたい、そう考える外国人の若者がFoPM

によって増えるといいなと思います。によって増えるといいなと思います。
平地　確かに世界中からトップの学生が東大に来てる確かに世界中からトップの学生が東大に来てる
という状況ではまだありません。でも、FoPMの方式という状況ではまだありません。でも、FoPMの方式
はもうグローバルスタンダードで、これが持続できれはもうグローバルスタンダードで、これが持続できれ
ば、将来的にハーバード、プリンストン、バークレイ、ば、将来的にハーバード、プリンストン、バークレイ、
そして東大にもアプライを出そうという人が海外からそして東大にもアプライを出そうという人が海外から
出てくるでしょう。海外のトップの学生が東大に来る。出てくるでしょう。海外のトップの学生が東大に来る。
それはとても素晴らしい刺激になります。それにはそれはとても素晴らしい刺激になります。それには
我々大学教員の改革も必要になるのかもしれません。我々大学教員の改革も必要になるのかもしれません。
村山　そうですね。本当にそうですね。そうですね。本当にそうですね。
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FoPMプログラム責任者からのメッセージ

挑戦的・融合的な研究で
世界にイノベーションを創出する人材を

東京大学大学院理学系研究科長・
理学部長

星野 真弘 教授

　FoPMは、東京大学大学院理学系研究科および国　FoPMは、東京大学大学院理学系研究科および国
際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構における際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構における
世界トップレベルの研究体制の強みを活かした、文世界トップレベルの研究体制の強みを活かした、文
部科学省の卓越大学院プログラムに採択された東京部科学省の卓越大学院プログラムに採択された東京
大学の国際卓越大学院プログラムです。修士課程と大学の国際卓越大学院プログラムです。修士課程と
博士課程を一連の教育課程と位置付けた学位プログ博士課程を一連の教育課程と位置付けた学位プログ
ラムで、国際性や学際性を重視し、企業3社、およラムで、国際性や学際性を重視し、企業3社、およ
びUC Berkeley、Caltech、Harvardなど多くの海びUC Berkeley、Caltech、Harvardなど多くの海
外の大学や研究所と連携をしています。国内外から外の大学や研究所と連携をしています。国内外から
の教師陣による研究指導によって、学生の能力を最の教師陣による研究指導によって、学生の能力を最
大限に引き出し、高い研究力と専門性をもつ、人類大限に引き出し、高い研究力と専門性をもつ、人類
社会に貢献する博士人材の育成を行っています。ま社会に貢献する博士人材の育成を行っています。ま
た、国際標準にあわせた大学院入学前の経済的支援た、国際標準にあわせた大学院入学前の経済的支援
を含めた選抜を開始するなど、国内外の優秀な学生を含めた選抜を開始するなど、国内外の優秀な学生
が研究に専念できる環境を提供しています。が研究に専念できる環境を提供しています。
　FoPMでは、全学の国際卓越大学院プログラムの　FoPMでは、全学の国際卓越大学院プログラムの
パイロット的な試みとして、分野横断教育、ダイバパイロット的な試みとして、分野横断教育、ダイバ
ーシティ・倫理教育、Academic Wri t ing and ーシティ・倫理教育、Academic Wri t ing and 

Presentationなどの取組みを行っています。たとPresentationなどの取組みを行っています。たと
えば、分野横断教育の一環として実施している研究えば、分野横断教育の一環として実施している研究
室ローテ―ションでは、大学入学時に決定した研究室ローテ―ションでは、大学入学時に決定した研究
室のほかに、それまでの専門とはまったく異なる分室のほかに、それまでの専門とはまったく異なる分
野の研究室での経験を積むことで、サイエンスの俯野の研究室での経験を積むことで、サイエンスの俯

瞰力を身につけます。プログラム生が参加する瞰力を身につけます。プログラム生が参加する
4 PMセミナーでは、2014年にノーベル生理学・医4 PMセミナーでは、2014年にノーベル生理学・医
学賞を受賞したProf. May-Britt Moserや欧州原子学賞を受賞したProf. May-Britt Moserや欧州原子
核研究機構核研究機構（CERN）（CERN）事務局長のDr. Fabiola Gianotti事務局長のDr. Fabiola Gianotti

をはじめとした国際的に活躍する研究者による研究をはじめとした国際的に活躍する研究者による研究
紹介に加えて、プログラム生同士が気軽にディスカ紹介に加えて、プログラム生同士が気軽にディスカ
ッションをすることで、分野の壁を超えた見解と知ッションをすることで、分野の壁を超えた見解と知
識を育てることが重視されています。また、学生の識を育てることが重視されています。また、学生の
将来ビジョン形成を目指した国際キャリア研修では、将来ビジョン形成を目指した国際キャリア研修では、
外国人講師や海外研究機関での研究経験者はもちろ外国人講師や海外研究機関での研究経験者はもちろ
ん、STEMキャリアコンサルタントや国内外の企業ん、STEMキャリアコンサルタントや国内外の企業
で活躍する講師を通して現場を学ぶ機会を設け、将で活躍する講師を通して現場を学ぶ機会を設け、将
来、国際的な場で重要となる自己PRスキルなども来、国際的な場で重要となる自己PRスキルなども
学ぶことができます。学ぶことができます。
　数学と物理の基本原理をとことん追求することを　数学と物理の基本原理をとことん追求することを
中核に据え、理学系研究科、数理科学研究科、工学中核に据え、理学系研究科、数理科学研究科、工学
系研究科の学生が参加しており、既存の枠組みを越系研究科の学生が参加しており、既存の枠組みを越
えた挑戦的・融合的な研究を生み出し、分野を越ええた挑戦的・融合的な研究を生み出し、分野を越え
て社会にイノベーション創出をすることに挑戦してて社会にイノベーション創出をすることに挑戦して
います。本プログラムを通して、アカデミアや産業います。本プログラムを通して、アカデミアや産業
界といったさまざまな分野で世界を牽引する人材へ界といったさまざまな分野で世界を牽引する人材へ
と育つことを期待しています。と育つことを期待しています。

Hoshino Masahiro
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